




主な事業内容：

不動産事業、経営指導事業、自動車運転免許教習事業、山林事業　 等

その他事業

■ 2 0 2 0 年度レ ビ ュ ー

主な事業内容：

空調製品、感温性粘着テープ、医療用ゴム製品、プラスチッ ク 製医療機器

化工品事業     ・ 劔 炘䄄 䌋⻤ ⚡  

N I T TA グループ の１ つの柱、1 メ ーカ ーと し て

信頼さ れるも のづく り の徹底へ。

主な 事 業 内 容： 高 機 能 製 品 、産 業 資 材 製 品 、建 設 資 材 製 品 、防 水 資 材 製 品

ガード コ ーン製品 鉄道車両用空気ばね

　 テナント の退去および賃料の減免要請等

の影響により 、売上高は8億3千6百万円と 前

連結会計年度比5千万円の減少（ 5 .7％減）と

なり まし た。セグメ ント 利益は、2億6千2百万

円と 前連結会計年度比7 千4 百万円の減少

22.0％減）と なり まし た。

　 経営指導の対象と なる関係会社の売上が

増加し た結果、売上高は1 3 億6 千9 百万円と

前連結会計年度比6千9百万円の増加（ 5 .3％

増）と なり 、セグメ ント 利益は、1 2 億6 千万円

と 前連 結 会 計年 度比8 千 1 百 万円の増 加

（ 6 .9％増）と なり まし た。

　 自動車運転免許教習事業や北海道におけ

る山林事業で 構成さ れるその他の事業の売

上高は12億8千7百万円と 前連結会計年度比

6千9百万円の減少（ 5.1％減）となり 、セグメ ン

ト 利益は、3千1百万円と 前連結会計年度比7 

千3百万円の減少（ 69 .9％減）と なり まし た。

不動産事業（ 土地および建物の賃貸） 経営指導事業（ 関係会社に対する経営指導） その他（ 自動車運転免許教習事業、山林事業 等）

医療用ゴム製品・

プラスチック製医療機器

今後の成長戦略

1 .  医薬用ゴム製品事業の成長

　  ( 新規顧客獲得)

2 . 衛生用ゴム部品の製品

　  競争力強化、差別化

3 .  プラスチッ ク 製医療機器のシェ ア拡大

感温性

粘着テープ製品

今後の成長戦略

1 .  既存事業（ 電子部品市場）への

　  強化（ 深化）

2 . 新市場、新顧客の獲得（ 探索）

　  インテリマー樹脂の事業化

3 . 新製品の創出（ 探索）

空調製品

今後の成長戦略

1 . 既存事業の持続的成長（ 新規/リピート SBU 、測定器SBU )

SDGs推進活動として、省エネ・ 省資源・

省コスト 貢献製品の拡販を推進する

2 . 新製品開発の加速（ 機器装置SBU ）

3 . 新事業の探索（ ライフサイエンス）

SDGs推進活動として、省エネ・ 省資源・

省コスト 貢献製品の拡販を推進する

セグメ ント 別事業概況
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・ 既存事業、既存技術の深化

・ 新市場、新顧客の獲得　

・ 新製品、新事業の創出

中長期経営計画「 SH I F T 2 0 3 0 」達成に 向けた 事業戦略

今後の成長戦略

信頼さ れるも のづく り を 通じ て、お客様の安心感と 満足度を 高め続ける 。

1 . 成長へのSH IFT

COVI D -19の影響等で、不要不急の移動自粛等に伴いOA機器部

品を中心と する海外売上高が減少。一般産業部品等の国内需要は低

調と なり 、目標達成には至り ませんでし た。以上の結果、売上高は

120億7千万円と 前連結会計年度比10億8千2百万円の減少（ 8 .2%

減）と なり まし た。セグメ ント 利益は、減収の影響で7千6百万円と 前

連結会計年度比 1億1千4百万円の減少（ 59 .9% 減）と なり まし た。

TOYO TIRE( 株)よりト ラック・ バス用の空気ばね事業（ 製造・ 開発）

の譲渡を受けたこと により 、新たな事業が加わり まし た。次年度の化

工品事業全体の拡大・ 成長を予測し ています。

■ 2 0 2 0 年度レ ビ ュ ー ■ 業績推移

　 空調製品は、製薬業界や電子デバイス業界の設備投資需要によ

り 測定器の需要が堅調であっ たこと に加え、検査キッ ト が好調でし

た。フィ ルタ 製品では新規建築物件は低調でし たが、交換需要およ

び感染症対策製品のクリ ーンファ ンユニット の需要が旺盛であっ た

こと により 、全体と し ては好調と なり まし た。感温性粘着テープ は、

電子部品製造向けが好調でし た。以上の結果、売上高は110億2千7

百万円と 前連結会計年度比4億8百万円の増加（ 3 .9 % 増）と なり ま

し た。

　 セグメ ント 利益は、経費削減効果等により 、3 億4 千8 百万円と 前

連結会計年度比2億1千4百万円の増加（ 160 .8% 増）と なり まし た。

■ 2 0 2 0 年度レ ビ ュ ー

ニッ タ 化工品株式会社

代表取締役 社長

藤田 泰徳

ファンフィ ルタ
ユニット

高性能エア
フィ ルタ

感温性
粘着テープ製品

哺乳瓶用乳首医療用ゴム製品 輸液用チューブ製品

重点的な 取り 組みの進捗

● 品質強化によるクレーム削減と 経営の安定化とし て、TQ M 活動による品質保証レベルのさら なる強化へ

● CSRの推進・ 強化のため、コンプライアンス遵守活動の継続および内部統制推進体制の構築を実施

● 従業員が安心して働ける職場づく りとして、職場における安全を第一とし 、ヒヤリハット 活動への積極的な取り 組みと 不安全箇所の改善を引き続き実施

■ 2 0 2 1 年度基本方針 ［ ニッ タ 化工品株式会社］

成長へのSH I FT

2 0 2 1 年度予算の達成と K PI の確実な 実行と し て、事業グルー

プ 制導入による 製販技品一体運営、「 責任・ 権限」の明確化、品質

レ ベルの向上と 体制構築・ 強化、N I TTAグループ 行動憲章を 業務

活動の基本と し たCSR推進、従業員が安心し て働ける職場づく り 。
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・ 海外販売および海外生産の拡充

・ コ ーポレート 機能による成長支援

3 . 更なるグローバル化へのSH IFT

・ 原価低減によるコスト 競争力向上

・ CS活動推進による顧客重視の事業遂行

2 . 企業価値向上へのSH IFT

■ 業績推移
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その他産業用製品事業




